
 

皆様、初めまして。今年度から就職させていただきました荒武寛幸と申します。出身は宮崎市内（宮

崎南高校）で平成 20 年に自治医科大学を卒業後、主に県内の医療機関に勤務してまいりました。 

初期研修終了後は地域医療に 5 年間、救急・総合診療に 4 年間従事し、臓器別の専門にとらわれず

幅広い患者さんを診療できるよう勉強しております。当院は施設もきれいで雰囲気も良く、とても働

きやすい環境です。 

まだまだ不慣れな部分はありますが、皆様のお役に立てるよう頑張ってまいりますのでどうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

４月はお花見の季節！ということで、病棟の患者さん達と 

 病院の目の前にある緑道公園へお花見に行ってきました。 

  天気も良くお花見日和でした。 
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慈英病院が主催する健康教室も今回で８回目となり、これまでとは違う場所で開催致しました。当日

は多数のご参加を頂き誠にありがとうございました。次回は７月に家族教室を当院で開催する予定で

す。是非、ご参加ください。 

＜タイトル＞ 
骨粗鬆症を知ってみませんか？ ～骨の健康診断をしていますか～ 

＜期日＞ 
令和元年５月２６日（日）１３：００～１５：００ 

＜場所＞ 
宮崎地区交流センター 学習室 

＜参加費＞ 
無料 

＜講師＞ 
 整形外科医 骨粗鬆症外来 松本英裕 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 慢性期医療展は、第２５回バリアフリー２０１９、第４回看護未来展２０１９、第２回在宅医療展  

２０１９と合同で開催され、出展メーカーは３５０社を超える大イベントです。同時に１００セッシ

ョンを超えるセミナーも行われました。医療・介護に特化した展示会であるため、業界関係者以外に

一般の方や障害者の方も多く参加されており、様々な視点から展示やセミナーが企画されていました。 

展示ブースでは国内を代表するメーカーが一堂に集まっているため、宮崎では得ることができない

情報をいっぱい仕入れることができました。特に、医療装置のデモや体験はとても有意義でした。 

セミナーは１２のセッションを手分けして聞きました。日本慢性期医療協会会長武下洋三先生の講

演を毎年欠かさずに聞いていますが、今回は「超高齢社会での医療介護体制を考える」というテーマ

でした。慢性期病院が果たすべき新たな役割について明快なビジョンを示されたこと、リビングウィ

ル確認は治療中止前に厳しい前提条件を設定すべきこと、ケアカンファレンスは人生会議であること、

回復期医療はリハ力・ケア力を発揮して全人間力の回復を図ることなどを勉強しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８回健康教室の報告 

 

第９回慢性期医療展２０１９参加報告 

 

４月１８日～２０日 インテックス大阪にて 

（宮崎市吉村町ハシテ甲 2386-139）  

＊ドラックストアコスモス曽師店 隣接 



皆さま、通所リハビリテーションをご存知ですか？医師の指示により、理学療法士、作業療法士、

言語聴覚士等の専門スタッフによる「機能の維持回復訓練」や「日常生活動作訓練」が受けられるサ

ービスです。厚生労働省が基本方針としているのは、「その利用者が可能な限りその居宅において、

その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう生活機能の維持又は向上を目指し、

理学療法、作業療法その他必要なリハビリテーションを行うことにより、利用者の心身の機能の維持

回復を図るものでなければならない。」となっています。 

これまで1日単位（6時間以上7時間未満）のサービスを提供していましたが、今年4月1日より介

護保険サービスによる短時間通所（1時間以上2時間未）リハビリテーションも始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【このような方にお勧めです】 
 ・初めての通所サービスは不安だから、短い時間からスタートしたい。 

 ・外来リハビリを利用しているが、送迎を行ってほしい。 

 ・集団行動やレクリエーションが苦手だが、リハビリは受けたい。 
 

 【サービス提供時間】 ＊２０１９年４月３０日現在 

① ９：００～１０：１０ 

② １０：３０～１１：４０ 

③ １３：３０～１４：４０ 

 【詳しい内容やお問い合わせについて】  

 当院、通所リハビリテーション担当者に、お気軽にご連絡下さい。 

 連絡先 ： 慈英病院 通所リハビリテーション 23-5000 
 

 

 

 

 

イワシを香ばしくさっぱりの１品にしました。 

お味噌と白ごまが味に深みを出してくれます。 
 

材料 （１人前）  

イワシ        2～3 尾 

☆白みそ       大さじ１ 

☆梅肉        大さじ１ 

☆味醂        小さじ１ 

☆白ごま       小さじ１ 

大葉         ２～３枚 

小麦粉        少々 

油          少々  

飾り用レモン     １切れ 

 

作り方 

１． イワシは 3枚おろしにする。 

２． ☆を混ぜておく。 

３． １に２を塗る。 

４． 大葉を挟む。 

５． ４に小麦粉を薄くまぶす。 

６.  油を敷いたフライパンで、中火で焼いて、 

盛り付けて完成！ 

短時間通所リハビリテーション開始！ 

 

イワシの梅肉焼きのレシピ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

認知症研修会 

 

クリニカルインディケーター ２０１９年（令和１年） 

 

5 月 21 日（火）17：40～18：30、倫理委

員会主催の認知症研修会を当院研修室にて行い

ました。 

倫理委員会は、患者の尊厳を守り、権利を尊重

し、患者第一の医療を行うために設置され、臨床

倫理に関する研修、職員教育をはじめ様々な活動

を行っております。 

今回は、宮崎市で活躍されている認知症地域支

援推進員の方に講義を依頼し、連携施設の方々と

一緒に聴講致しました。講義は、「認知症ととも

にくらす」をテーマに、認知症の現状と施策等の

ほか、自宅に暮らす症状の軽い方と中等度の方の

生活例をそのご家族の心情も交えながらお話頂

きました。 

また、宮崎市作成の「認知症あんしんガイドブ

ック」を配布され、ご説明いただきました。 

合計 44 名（内、他施設より 5 名）が参加、認

知症高齢者の方々への理解が深まるいい機会と

なりました。 

 

1日当たり医療区分別入院患者数 2019年 在宅復帰率 2019年 退院先 2019年１～4月 

   

1人1日当たりリハビリ実施単位数 2019年 軽快退院患者の FIM 評価点数 2019 年 胃瘻・経管栄養患者の治療状況 2019年5月 

   

 

 

 
診療科目:内科・神経内科・リハビリテーション科 

〒880-0853 宮崎市中西町 160 番地 

TEL：0985-23-5000 

FAX：0985-23-5886 

URL：http://www.jiei.jp 
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